
1

保護者・
地域の皆様へ

11月は「練馬区いじめ一掃取組月間」
大津市で発生したいじめの事件を重く受け止め、練馬区においては、区立学校・幼
稚園とともに次のことを再度確認しています。

第 161 号
平成24年（2012年）10月31日
練馬区教育委員会
練馬区豊玉北6-12-1
☎3993-1111

http://www.city.nerima.tokyo.jp/kusei/gakko/kyoikulink.html

練馬子ども家庭支援センターでは、児童虐待防止のためのネットワークをつくり、虐待防止・早期
発見と子育て支援に努め、子育ての悩みなどの相談に応じています。11月は児童虐待防止推進月間
として、児童虐待防止のオレンジリボンキャンペーンに協力し、発表会、講演会、パネル展を行います。

�	11月は児童虐待防止推進月間です

いじめから子供を守るためには、家庭・地域の力が必要です。いじめは絶
対に許されないことを、親やまわりの大人が、しっかりと教えるとともに、
日頃から子供の様子をよく観察し、学校との連携を図っていきましょう。

練馬区教育委員会では、毎年11月を「いじめ一掃取組月間」としていま
す。平成24年度は、全校で取り組む「練馬区いじめ撲滅宣言」の作成をき
っかけにしていじめ問題を全ての幼児・児童・生徒とともに考えます。
平成25年1月には、「平成24年度いじめ防止実践事例発表会」を開催し、
いじめ防止に向けて、小・中学校の授業や幼稚園の保育において実施した
活動や児童会・生徒会が主体となって実施した活動、保護者・地域と連携
して実施した活動について発表し、各校（園）の取組に生かしていきます。

いじめなどで
困 っ た と き に

は、学校以外にも多くの相談先があります。相談
先の一覧は、区立学校の全ての児童・生徒に配布し、
学校内にも掲示しています。また、練馬区の電話
相談は右記のとおりですので、ご利用ください。

練馬区立総合教育センター「子供電話相談」
　　練馬教育相談室　　電 話　03－3991－3666
　　光が丘教育相談室　電 話　03－5998－0091
　　関教育相談室　　　電 話　03－3928－7200
【月曜日から土曜日（金曜日は除く）▶午前９時～午後５時　金曜日のみ▶午前９時～午後６時】

「平成23年度いじめ防止実践事例発表会の様子」

　いじめはどの学校（園）にも起こり得るとの認識
に立ち、いじめが発生した場合には、いかなる理由
があっても被害者の側に立ち、組織で対応します。

【問合せ】教育指導課 指導主事　〔電話 5984 － 5759〕

【問合せ】練馬子ども家庭支援センター 管理係〔電話 3993 － 8155〕

 ●児童虐待防止パネル展
日　時：平成24年11月1日㈭～12日㈪
	 午前8時30分～午後8時
	 （㈯・㈰、㈷は午前8時45分～、

12日は午後5時まで）
場　所：練馬区役所本庁舎2階通路

 ●養育家庭体験発表会と講演会
⑴	里親による里子の養育体験発表会（東京都主催）
⑵	講演会「親子関係と世代間伝達～乳幼児期からの親子関係
を支援の視点から読み解く～」

　　　　講師：目白大学教授・医師　青木	豊	氏
日　時：平成24年11月2日㈮	午後1時15分～4時30分
場　所：練馬区役所アトリウム地下多目的会議室

７月には全ての区立学校の児童・生徒にいじめアンケート調査
を実施し、いじめの実態を学校と教育委員会が共有して解消に向
けた連携を図っていますが、いじめの早期発見に向け、今後も定
期的に児童・生徒への調査を実施していきます。また、第三者も
含めた新たな協議体を教育委員会に設置し、未然防止と早期解決
に向けた実効性のある取組の更なる充実を図っていきます。

平成24年度の「練馬区いじめ一掃プロジェクト」の取組

いじめの相談は・・・

練馬区の基本姿勢
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	 ねりま小中一貫教育フォーラムに
ご参加ください

平成23年4月に開校した小中一貫教育校	大泉桜学園
と、23・24年度の２年にわたって小中一貫教育の研究
を進めている10組（12小学校・10中学校）の研究グル
ープが、今までの取組や成果を発表します。
フォーラム後半では、保護者の方も交えてシンポジウ
ムを行います。練馬区で始まった小中一貫教育の取組に
ついて、ご一緒に考えてみませんか。

発 表 を 行 う 学 校

⑴ 小中一貫教育校 大泉桜学園
⑵ 小中一貫教育の研究グループ
　①旭丘中・旭丘小・小竹小
　②豊玉第二中・豊玉第二小・豊玉東小
　③練馬中・春日小
　④豊渓中・旭町小
　⑤光が丘第一中・光が丘四季の香小
　⑥光が丘第三中・光が丘夏の雲小
　⑦石神井南中・下石神井小
　⑧上石神井中・上石神井小
　⑨三原台中・泉新小
　⑩八坂中・八坂小

11月27日㈫  練馬文化センター

練馬区の小中一貫教育
小・中学校の先生が協力して、９年間を見通した教育を
行います。合同の授業研究や交流などにより、子供た
ちの学習意欲や自己肯定感を高め、すべての子供たち
が安定した学校生活が送れることを目的としています。

■ 日 時： 平成24年11月27日㈫ 午後１時45分～４時45分
■ 場 所： 練馬文化センター　大ホール（練馬駅北口徒歩1分）
■ 講 師： 千葉大学教授／天笠茂 氏、目白大学教授／小林福太郎 氏
■ 一般参加定員： 200名（抽選）

申　込： メールまたは往復ハガキに「①ねりま小中一貫教育フォー
ラム参加希望　②参加希望人数　③代表者の氏名・連絡
先メールアドレスまたは電話番号」を明記して、11月16
日㈮（必着）までに下記へお申込みください。

問合せ： 練馬区教育委員会事務局教育振興部教育企画課
 新しい学校づくり担当係
 電話　5984－1034
 〒176-8501　練馬区豊玉北6－12－1
 メールアドレス　 atgakko@city.nerima.tokyo.jp

 小・中学校の先生が

一緒に教える共同授業

中学生が小学生を教える

リトルティーチャー 

同じ中学校区にある小学校

２校が合同で着衣泳
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	 南田中図書館で「１日図書館長と図書館員」を行いました
南田中図書館では、夏休み中の7月25日㈬・26日㈭に、小学生を対象とした「1日図書館長と図書館員」を行い
ました。このイベントは、子供たちが図書館員の仕事を経験することにより、今後の図書館利用や読書活動の推進に
繋げることを目的に企画したものです。

【当日の様子】

【問合せ】南田中図書館〔電話 5393 － 2411〕

図書館の本の分類って
どうなっているのかな？

当日、実習用エプロンに身を包んだ可愛い図書館員が集合し、自己紹介の後、参加者の中から1日図書館
長を任命しました。午前中は、日本十進分類など図書館の本の分類の仕方の講義を受け、配架（本を元の棚

に戻す作業）と書架整理、返却処理の作業などを行いました。

午後は「おたのしみ会」を
企画・開催しました。南田

中の「とっておきの場所」「いつも
遊んでいる公園」等を色紙で作った
地図記号等で示す大型地図 “ 南田
中まわりまっぷ ” を作成し、床に
置いた地図の上を実際に歩きなが
ら発表しました。
最後の修了式では、一人一人に
修了証が手渡されました。１日図
書館長と図書館員からは、「また来年も参加したい」「来年は
読み聞かせをしたい」との感想が聞かれました。

カウンターで戻ってきた本を
返却処理してみよう

本をさがしやすいように
ていねいに並べよう

自宅の周辺や町の特徴を
地図に書き込んでみよう

9月22日㈯に第31回練馬児童劇団の
発表会を、練馬文化センター小ホールで
行いました。今回の演目は「赤毛のアン」
で、昼・夜公演ともたくさんの方々にご
来場いただきました。
関係する皆様に多くのご支援・ご協力
をいただいた結果、演劇活動を続けるこ
とができ、その中で劇団員は、情操を深め、
互いに協力し合い、感謝する気持ちを培
うことができました。　
これからも、皆様に愛される児童劇団
を目指して、精一杯頑張っていきます。

【問合せ】春日町青少年館
　〔3998 − 5341〕

午前

午後

第31回練馬児童劇団発表会を行いました！



平成24年度　練馬区立中学校生徒海外派遣生
（ゴールドコーストの海岸にて）
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ホストファミリーとの出会い

【海外派遣の日程】
7月 27日 ㊎ 出発
7月 28日 圡 ホームステイ（～ 8月2日・6日間）
   ホストファミリーとの交流
7月 30日 ⺼ ハイスクール体験（～ 8月2日・4日間）
　　　　　　　 ハイスクールで現地生徒との交流
8月 2日 ㊍ さよならパーティー
8月 3日 ㊎ ブリスベーン・ゴールドコースト市内見学
8月 4日 圡 帰国

事前研修の様子（英会話学習）

派遣団による全員合唱

スクールバディとの交流

オーストラリアの生徒は、
みんなとてもフレンド
リーで、いつも笑顔です。
困っていると、すぐに声
をかけてくれます。日本
語でも話しかけてくれま
した。特に、スクールバ
ディには、たくさんのこ
とを教えてもらいまし
た。

受け入れてくださったオ
ーストラリアの方々への
感謝の気持ちを伝える
「さよならパーティー」
では、「ふるさと」など
３曲を披露しました。私
たちの歌声の響きに対
して、参加された方々の
感動を得ることができ
ました。

	 平成24年度　練馬区立中学校生徒海外派遣
練馬区では、毎年、友好都市提携を結んでいるオーストラリア・イプスウィッチ

市に区立中学校生徒68人（各校2人）を派遣しています。派遣生は事前に6回の研
修会に参加し、英会話練習をはじめ、日本とオーストラリアの文化や産業、ホーム
ステイ家庭でのマナーなどを学習し、練馬区の親善大使として海外派遣に臨みました。

イプスウィッチ市★

6回の事前研修では、英
会話の学習が印象に残
っています。始めは、恥
ずかしくてなかなか声
が出せませんでしたが、
少人数で学習して、自然
に英語を話せるように
なりました。また、派遣
生としての積極性も学
びました。

6日間ホームステイでお
世話になったホストファ
ミリーの皆さんは、オー
ストラリアでしかできな
い経験をさせてくれ、常
に温かく接してください
ました。派遣生にとって、
ホストファミリーは第二
の「家族」となりました。

 【問合せ】教育指導課 指導主事〔電話 5984 － 5759〕
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�	イプスウィッチ・ステート・ハイスクールの生徒が
練馬区を訪問しました。
9月22日㈯、イプスウィッチ・ステート・ハ

イスクールの生徒11人と引率者3人が来日しま
した。30日㈰までの滞在期間中、本区の中学生
の家庭でのホームステイなどを通して、日本の生
活や文化に触れました。
また、28日㈮には区長表敬訪問の後、貫井中

学校、光が丘第三中学校において体験授業を行い、
練馬区の中学生等と交流を深めました。夕方には
歓迎パーティーが開催され、関係者との交流を深
めることができました。

プロのアニメーターを招いた授業風景（石神井東小）

区長表敬訪問の様子

【問合せ】教育指導課 指導主事　〔電話 5984 − 5759〕体験授業（茶道）：貫井中

昨年度は、10校でアニメを活用した授業を行っており、
石神井東小学校の第６学年では総合的な学習の時間にプロの
アニメーターを講師として招き、実際にアニメを制作する授
業を行いました。
児童からは、「動きを伝えることは楽しくてやりがいがあ
ると思った」「班で協力して作ったので、思い出に残る作品
ができた」といった感想がありました。
また、でき上がった作品を、区とアニメ産業交流協定を結
んでいるフランス・アヌシー市のカルノ小学校と交換し、ア
ニメを通じた国際交流も行いました。
今年度は18校での実施を予定しています。光が丘第一中
学校の総合的な学習の時間の活動は、NHKのニュースにも
取り上げられました。今後も、子供たちが練馬区への愛着や
誇りをもてるよう、特色ある教育の一つとしてこの事業を進
めていきます。

※本事業のこれまでの取組は以下のホームページからご覧いただけます。

�	アニメを活用した授業をおこなっています。
	 （アニメ産業と教育の連携事業）

ジャパンアニメーションが初めて製作された練馬区は、現在、アニメ関連企業が
日本一多く集まる地となっています。区では平成21年度から、特徴的産業である
アニメを学校の教育に取り入れた「アニメ産業と教育の連携事業」を実施しています。

	【練馬アニメーションサイト内】	 http://www.animation-nerima.jp/cooperation.html
	 【問合せ】	 教育指導課 指導主事〔電話 5984 － 5759〕
		  商工観光課〔事務局：商工観光課アニメ産業振興係 5984 － 1276〕

日本の歴史や文化を
学び、生活習慣を
経験してくださいね。
（区長）

日本の和菓子は、とても
おいしいですね。
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北新井遺跡　縄文土器（中期）
【問合せ】地域文化部 文化・生涯学習課 伝統文化係　〔電話 5984 − 2442〕

北新井遺跡　土偶

【問合せ】保育課保育所係　〔電話 5984 － 5842〕

感謝状を贈呈された小島先生（左）
（右は伊藤練馬消防署長）

�	「子育ての輪」を開催します
区では、「子供は家庭だけではなく、地域社会に見守られ健やかに育

ってほしい」との願いから、毎年秋に光が丘地区と石神井・大泉地区の
２地区で「子育ての輪」を開催しています。
保育園を始め児童館、保健相談所など子育てを担う区

立施設が一体となり、子育てに関する様々な悩みに応え、
親子でじっくり遊びながら子育てにほっとできる場を提
供します。会場では、遊びコーナーや子育て支援機関の
紹介・情報提供を行うコーナーなどを設けています。
今年も右記の日程で開催しますので、
ご来場を心よりお待ちしています。

☆自転車でお越しの方はお近くの有料駐輪場をご利用ください。
☆入場料は無料です。
☆事前の予約・申し込みは不要です。当日直接会場までお越しください。

☆ 光が丘地区 ☆
～子ども生き生き地域でつなぐ

ふれあい広場～

平成24年11月8日㈭
10時00分～ 15時00分

光が丘区民センター 2・3階
（光が丘2－9－6）

☆ 石神井・大泉地区 ☆
～ひろがれ つながれ 子どもの笑顔

子育てにほっとひと息ついてみませんか～

平成24年11月20日㈫
10時00分～ 15時00分

石神井公園区民交流センター２階
（石神井町2－14－1）

昨年の様子

昨年の様子

最近の区内遺跡の発掘調査において、旧石器時代や縄文時代の集落跡が
新たに発見されました。今回、最近の発掘調査遺跡から出土した土器や石
器等の遺物や、住居跡等の写真パネルを展示します。今回紹介する遺跡は、
豊玉地域、石神井地域、大泉地域の遺跡です。
■	会　　　期：	11月28日㈬～12月20日㈭
■	場　　　所：	練馬区役所本庁舎１階アトリウム
		  正面入口西側　※観覧無料
■	展示する主な遺跡：	北新井遺跡（豊玉北2丁目）
		  中村橋遺跡（貫井2丁目）  ほか

	 東京文化財ウィーク企画事業
�	ねりまの発掘調査速報展

◇学芸員による展示解説◇　
　11月28日㈬・12月19日㈬
　　両日とも午後1時30分～2時00分
☆事前の予約・申し込みは不要です。
当日直接会場までお越しください。

	 練馬東中 小島主幹教諭に人命救助で
消防総監感謝状が贈られました!!
 練馬東中学校の主幹教諭である小島康裕先生に、10月９日㈫、練
馬消防署にて消防総監感謝状が贈呈されました。これは、９月30日
㈰に開催された練馬区民体育大会・陸上競技会に参加する生徒の引率
で会場にいた小島先生が、競技中に突然倒れて心肺停止状態になった
男性に心臓マッサージを施し、意識を回復させたことによるものです。
小島先生は「その男性の命が蘇ったことが、何よりも嬉しいです。『こ
の人を助けたい』と思い懸命に心臓マッサージをしていたら、涙が出て
きました。感謝状をいただき、身にあまる光栄です」と話していました。

【問合せ】教育総務課 庶務係　〔電話 5984 − 5609〕
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�	学校安全安心ボランティア事業

登校時のボランティア活動を取材させていただいたときに、ボランティアの方が子供たちや学校関係者だけ
でなく、通勤通学される方とも挨拶を交わされていました。学校内の活動というだけではなく、地域に根差し
た活動になっている様子がとても印象的でした。
また、副校長先生からは、「ボランティアの方たちが主体的となって活動していただいて、とてもありがたく
思っています。」との言葉がありました。
学校安全安心ボランティアの登録は、各小学校で受け付けています。興味をもたれた方は、この機会に是非
ご参加ください。

�	教育委員会の動き（平成24年7月～9月）
平成24年7月から9月までの教育委員会は、定例会６回を開催いたしました。
主な議案、協議等は下記のとおりです。詳細な案件につきましては区ホームページ
もしくは下記【問合せ】にてご確認ください。

	 〔議　案〕	 ・	特別支援学級教科用図書の採択について
		  ・	平成24年度教育関係予算案（補正第1号）について　　（他1件）
　	 〔協　議〕	 ・	いじめの問題への取組について　
　	 〔視　察〕	 ・	光が丘子ども家庭支援センター、光が丘なかよし児童館、光が丘図書館　( 他1件 )　

～教育委員会は傍聴できます～
教育委員会では、教育行政全般について、審議・決定しています。開催日、議題およびこれまでに開催した会
議の詳しい内容については、区ホームページに掲載しています。会議はどなたでも傍聴できます。傍聴を希望す
る方は、開催場所を確認の上、開催当日に手続をしてください。なお、傍聴の受付は会議開始時間の30分前か
ら始め、傍聴者が18名に達した時点（原則として先着順）で締め切らせていただきます。

【ホームページアドレス】http://www.city.nerima.tokyo.jp/kusei/gakko/kyoikuiinkai/index.html
【問合せ】教育総務課 庶務係　〔電話 5984 − 5609〕

【問合せ】教育総務課 庶務係　〔電話 5984 − 5609〕

授業中の児童の安全確保のため、平成16年度から区内全区立小学校で、安全安心ボランティア事業を実施しています。
主な活動内容は、玄関受付等での来校者への声かけや、校舎内・校庭等の巡回のほか、児童と一緒に遊んだり、給食

を食べる「ふれあい給食」により交流を図ることなどです。
今回は、大泉東小学校の学校安全安心ボランティアに参加

していただいている方たちに、その活動についてお話しを伺
いました。

Q学校安全安心ボランティアに参加することになった
きっかけは何ですか？また、何名くらいの方が参加
されているのですか？

A仲の良かった友達に誘われて参加するようになり
ました。現在の登録人数は169名（9月30日現在）
です。毎年入学式の後に、新入生の保護者にボラ
ンティアの募集をかけています。

Q大泉東小学校の活動の特色は？

A登校時に、学校に3カ所ある校門それぞれでボランティアの方が子供たちを迎えています。また、ボランテ
ィア一人一人の負担が少なくなるように、1日の活動を３つのコマに区切って活動しています。

Qボランティア活動へ参加されたご感想をお聞かせください。

A子供たちはもちろん、学校の先生方とも顔見知りになることができました。また、通学時間の活動時には在校
生だけでなく、卒業生に挨拶をした時などに、子供たちが成長した姿を見ることができるのは嬉しく思います。

お話をうかがった大泉東小学校安全安心ボランティアの
（左から）前田さん、西岡さん、西塚さん、助川さん
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みんなで協力して掘るぞ！

たくさんとれるかな？

おいしくいただきます！

水そう２つでも大行列ができました。

小学校内の敷地に畑のある開進第一小学校
応援団では、いちょうひろばの子供たちが協
力をしてじゃがいも掘りをしました。当日は
どんより曇り空でしたが、何とか天気もも
ってたくさんのじゃがいもが掘れました。掘
ったじゃがいもは、翌日、スタッフが作って
くれたカレーライスの中に。子供たちは自分
で収穫したじゃがいもを味わうことができて、
貴重な体験だったと思います。

�	学校応援団の紹介	 №❺
地域の方が中心となって、放課後の児童の遊び場の確保・異年齢児の交流・読書の推進を図る組
織「学校応援団」。シリーズ第５弾は夏休み前のイベントを取材した２つの学校応援団を紹介します。

開進第一小学校応援団 じゃがいも掘り

【問合せ】子育て支援課 学校応援団・開放係　〔電話 5984 － 1057〕

大泉学園緑小学校応援団 スーパーボールすくい
大泉学園緑小学校応援団では、暑い日にス
ーパーボールすくいをしました。
縁日でも大人気なスーパーボールすくいな
ので、順番を待つ子供たちでひろば室の周り
は大行列ができていました。流れも強弱をつ
けて２種類あり、どの子も楽しく遊んでいま
した。中にはカップにあふれる程取れた子も
いました。

ロンドンオリンピック日本選手団主将の村上選手
〜石神井東小学校に「一日校長先生」として来校〜

10月16日㈫、ロンドンオリンピックやり投げの日本代表で日本選手団主将を務めた村上幸史選手が、「一日校長先生」
として石神井東小学校を訪れました。これは、子供たちにアスリートとの直接的な交流を通して、夢に向かって努力す
ることの大切さを知ってもらうことを目的とした東京都の事業で、今回、東京都からスポーツ教育推進校として指定を
受けている学校の中から石神井東小学校が選ばれました。

体育館で行われた講話の中で、村上選手は「どんな
選手も必ずどこかで苦労や挫折といった壁にぶつかる。
乗りこえることのできない壁はないのだから、目標を
諦めずに練習し続けることが大事」と子供たちに努力の
大切さを語りました。子供たちは村上選手の話を聞い
て「あきらめずに努力することの大切さを知った。これ
からも努力し続けようと思った。」と話していました。
体育の授業では、5・6年生を対象に投てき練習用ボ
ールを使い、全身を使って投げることやステップの踏
み方など、投げ方のコツを丁寧に指導してくれました。
校庭の端から端まで届く村上選手の投てきを見て、校
庭にいる誰もが驚き、歓声が上がりました。
授業後は6年生の教室で村上選手と子供たちで一緒
に給食を食べ、村上選手と子供たちとの楽しそうな会
話も聞こえました。本物のオリンピック選手に出会え
たことは子供たちにとって貴重な体験になったと思い
ます。

村上選手から子供たちにあいさつ 体育授業の様子

村上選手が投てきを披露 一緒に給食を食べました

村上　幸史  選手

【問合せ】教育総務課 庶務係　〔電話 5984 − 5609〕


